
こ
の
地
か
ら
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
が
は

じ
ま
り
ま
す

　
「
古
事
記
」に
あ
る
、日
本
誕
生
の
女
神
・

伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
が
葬
ら
れ
た
地
と
し
て
伝
わ
っ

て
き
た
「
御ご

り
ょ
う陵
」。御
陵
は
、広
島
・
島
根
・

鳥
取
の
三
県
が
隣
接
す
る
、標
高
１
２
０
０

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
が
連
な
る
比
婆
山
連

峰
に
あ
り
ま
す
。

　

知
ら
れ
ざ
る
神
話
や
伝
説
地
を
巡
る
山
旅

の
魅
力
を
、日
本
中
、さ
ら
に
は
世
界
中
の

人
々
に
発
信
し
、こ
の
地
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。地
域
に
眠
る
資
源
を

市
民
の
手
で
再
発
見
し
、地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
取
り
戻
し
、人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
―
。こ
う
し
た
願
い
の
も

と
、御
陵
と
熊
野
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
比

婆
山
信
仰
、植
生
な
ど
の
自
然
、歴
史
的
背
景

な
ど
を
調
査
お
よ
び
整
理
し
解
説
し
た
冊
子

を
作
成
し
、地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、「
第
２
期
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
」に

重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、編
集
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
「
日
本
誕
生
の
女
神
　
伊
邪
那

美
が
眠
る
比
婆
の
山
」と
い
う
本
が
完
成
し
、

出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。木
山
耕
三
市

長
、庄
原
市
比
婆
山
熊
野
神
社
解
説
本
編
集

委
員
会
の
金
沢
成
三
委
員
長
、伊
藤
之
敏
副

委
員
長
、牧
原
明
人
教
育
長
に
、こ
の
本
に
込

め
た
思
い
や
今
後
の
展
望
を
聞
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
文
化
財
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
し
た

　

比
婆
山
学
の
展
開
へ
向
け
て
、市
教
育

委
員
会
は
本
年
度
、文
化
財
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。「
比
婆
い
ざ
な

み
街
道
」の
沿
線
文
化
財
群
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、主
に
「
日
本
誕
生
の
女
神
」の
執

筆
者
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
、そ
し
て
「
古
事
記
」の

世
界
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
す
26
人
が
受

講
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
（
９
月
11
日
）は
比
和
自
然
科

学
博
物
館
で
行
い
、「
比
婆
山
学
へ
の
誘

い
」と
題
し
、比
婆
山
周
辺
の
民
俗
や
自
然

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。第
２
回
（
10
月

１
日
）は
吾
妻
山
で
現
地
研
修
を
行
い
、歴

史
と
共
に
移
り
変
わ
っ
た
吾
妻
山
の
景
観

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
開
講
す
る
講
座
（
文
化
財
ガ
イ
ド
終

了
証
交
付
な
し
で
一
般
参
加
で
き
ま
す
）

【
第
３
回
】

出
雲
人
が
憧
れ
た
中
国
山
地
と
、聖
地
・

比
婆
山
（
書
籍
「
日
本
誕
生
の
女
神
」出

版
記
念
リ
レ
ー
講
演
会
第
１
弾
・
比
婆
い

ざ
な
み
街
道
文
化
財
講
演
会
）

講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
出
雲
学
研
究
所

藤
岡
大
拙
さ
ん
（
荒
神
谷
博
物
館
館
長
）

と
　
き

10
月
10
日
（
月
・
祝
）

15
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

ウ
イ
ル
西
城

 ふるさとに眠る聖地をまちづくりに生かす
　数年前、和歌山県の熊野三

さんざん

山を訪ねる機会がありました。
熊野三山は平安時代以降、国家的な祭

さ い し

祀の場として崇敬さ
れた巡礼の地です。また、三重県熊野市の「花の窟

いわや

」は、「日
本書紀」の一書にイザナミノミコトを葬った場所と伝わりま
す。ご当地では、これらの地域資源に学び、まちづくりに生
かす「熊野学」の活動に早くから取り組んでおられ、その
活動は世界遺産「紀伊山地の霊場と参

さんけいみち

詣道」として実を結
び、今では世界中から多くの人々が訪れています。
　一方、私たちのふるさと庄原市にも、知られざる「古事
記」の聖地が眠っていました。それは、日本誕生の女神を
祀
まつ

る比婆山（御陵）と、悠久の巨杉の社
しゃそう

叢（※）に守られ
た遥

ようはいじょ

拝所の熊野神社です。比婆山連峰は、自然や歴史、人々
の暮らしや文化に裏打ちされた資源にあふれています。こ
れらを生かしたまちづくりへの思いを込めて、この本を作り
ました。
　地域の宝を磨き、歴史と文化に学び、未来への新たな産
業を興そうではありませんか。“温故知新 ”による、この新
しい地域づくりの手法を「比婆山学」と命名し、推進します。

 比婆山学への期待
　現在、自然とのふれあいや景観の美しさ、歴史的遺産、
神話・伝説などのもたらす価値が改めて見直され、高く評
価されています。地域の魅力を発掘・発信する「地域学」
の取り組みが進み、全国で40件以上の多彩な事例があり
ます。東北学や熊野学、出雲学などはその代表例でしょう。
　私たちも、足元にある地域資源を再発見し、地域おこし
や地域活性化につなげていくための、地域学としての比婆
山学の創出を念頭において編集にあたりました。
　執筆は、『古事記』研究の第一人者である三

み う ら

浦佑
すけゆき

之先生、
「出雲学」の提唱者である藤

ふじおか

岡大
だいせつ

拙先生をはじめ、「みえ熊
野学」の三

みついし

石学
まなぶ

先生など第一線で活躍する執筆陣22人に
お願いし、最新の研究成果にもとづく比婆山・熊野神社や
神話の魅力を分かりやすく解説しました。
　この本は、比婆山周辺の魅力を理解するための入門書
であると同時に、比婆山学の初めての手引書でもあります。
自然・歴史・文化の教材やガイドブックとして活用していた
だき、興味のある章や項目からページをめくり、読み進め
ていただけると幸いです。

 半世紀を越える比婆科学の研究と比婆山学への歩み
　比婆山連峰周辺では、半世紀以上にもわたり、自然・歴史・
文化への研究が進められてきました。その先導役が比婆科
学教育振興会であり、西城町郷土研究会でした。
　比婆科学教育振興会は、戦後間もない昭和22年（1947）
年、旧制格致中学校の科学部に、科学教育の振興を目的
に設立されたのが始まりです。57年前、初代会長の広

ひ ろ せ

瀬
繁
し げ と

登先生も、比婆道後帝釈国定公園指定の契機となった「比
婆船通道後帝釈郷土科学資料」に、同会の発足が「郷土
の自然科学の総合共同研究を目

も く と

途とし、理科教育において
最も恵まれた身辺の資料を整理することによって、その分
野の伸展に資すると共に、やがては郷土の生産開拓の礎石
となることを念願したもの」と記しています。
　また、西城地域には、比婆山・熊野神社を含め、地域の
自然・歴史・文化を総合的に調査研究し地域活性化に役立
てている西城町郷土研究会の長い歩みがありました。
　比婆山学は、こうした市民主体による半世紀を越える地
域研究の歴史を背景とし、将来へ向けてこれらを発展的に
継承する地域活動として位置づけられるものです。

 本を読み比婆山探訪を！
　日本誕生の女神が眠る比婆山を訪ねてみませんか。
　このたび比婆山・熊野神社にスポットをあて、庄原の魅
力を再発見し、郷土への愛着と誇りがもてる本を刊行でき
ました。比婆山周辺文化財の資源や価値が、歴史研究家や
地元に精通している編集委員の皆さんによって整理され、
「比婆山学」を導き出した画期的な本です。この本を読むと、
新たな発見と驚きの連続で、歴史の魔力に誘われ不思議な
世界に引き込まれます。「よし！比婆山を訪ねてみよう！」「も
っと調べてみよう！」と、気持ちが高まってきます。
　市教育委員会では、郷土の貴重な資料を盛り込んだ本書
を、学校や図書館、自治振興センター、さらには全国の書
店に置き、市民の皆さんはもちろんのこと全国にも庄原の
魅力を発信したいと思っています。また、次代を担う子ど
もたちにも、本書を通してふるさとの宝に大いに関心と興
味が持てるように活用を働きかけたり、歴史と神話、豊か
な自然環境に包まれた同じような環境にある三重県熊野市、
島根県安来市・奥出雲町などの人たちと交流や学び合いが
始まったことも伝えたりして、今後の活躍に期待しています。

木山　耕三

伊藤　之敏

金沢　成三

牧原　明人

庄原市長

副委員長

委員長

教育長

■庄原市文化財保護審議会会長
■森林生態調査研究所理事長

■庄原市博物館・資料館運営協
議会会長
■比婆科学教育振興会会長

庄
原
市
北
部
は
日
本
神
話
の
ル
ー
ツ
！

生
涯
学
習
課
文
化
財
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

「
日
本
誕
生
の
女
神
」完
成

故か
れ

、そ
の
神か
む

避さ

り
ま
し
し

伊い
ざ
な
み
の
か
み

邪
那
美
神
は

出い
ず
も雲
国
と
伯は
は
き伎
国
と
の
境
の

比ひ

ば婆
の
山
に
葬は
ぶ

り
き
　
　
　

　
　
　
　
　
―『
古
事
記
』―

【
第
４
回
】（
※
）

神
々
を
慰
め
る
神
楽

講
　
師

・
三
村
泰や

す
お
み臣
さ
ん
（
広
島
民
俗
学
会
会
長
）

・
比
婆
荒
神
神
楽
保
存
会

と
　
き

11
月
19
日
㈯　

14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

田
森
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
第
５
回
】（
※
）

高た
か
ま
が
は
ら

天
原
の
神
々
を
訪
ね
る
（
現
地
研
修
）

講
　
師

比
婆
山
伝
説
ガ
イ
ド
「
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
」

と
　
き

12
月
７
日
㈬　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

西
城
町
内
現
地
見
学
（
バ
ス
）

※
第
４
回
、第
５
回
に
一
般
参
加
す
る
場

合
は
、あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

「
日
本
誕
生
の
女
神
　
伊
邪
那
美
が
眠
る

比
婆
の
山
」の
販
売
に
つ
い
て

【
庄
原
市
役
所
で
の
販
売
】

▼
先
着
３
０
０
部

販
売
価
格　

１
８
０
０
円

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室

【
書
店
で
の
販
売
】

価
　
格　

本
体
１
８
０
０
円

※
社
叢
：
神
社
の
社
殿
や
境
内
を
囲
う
よ
う
に
密
生
し
て
い
る
林

きやま・こうぞうかなざわ・なるみかなざわ・なるみ

いとう・ゆきとしまきはら・あきと
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